
令和4年度



3-7-20-1

　このことは、社団法人日本推進技術協会から発行された、2011年度改訂版推進工法用設計

積算要領の推進工法用立坑編においても鋼製ケーシング標準製作仕様書として、鋼製ケーシ

ングの素材を「JIS G 3101 SS400（一般構造用圧延鋼材）」とし、製品の納入時に素材の鋼材

検査証明書（ミルシート）を提出すると掲載されております。 
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し、覆工板を設置します。

専用覆工板（積算編参照）、本覆工板等の設置作業。

道路開放時は、機械退避、機械再設置後、圧入機の運転、掘削・積込み等の一連の
作業を開始します。
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の場合は



6

検討します。

として、立坑築造時及び底スラブコンクリートの養生時は立坑内の水位を地下水位以上に保つ

準とします。但し、自治体の責任においてケーシングを回収（引抜）する場合は、レボ立坑機
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控除



8

引き上げ
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６.  レボ工法用円形簡易覆工板用受桁について

　レボ工法用円形簡易覆工板をより小さく、より安全に、より適用範囲を広げるためにレボ工法 
用円形簡易覆工板用受桁を開発致しました。レボ工法用円形簡易覆工板用受桁は、意匠第
1118740号をもって意匠登録が認められました。この受桁の大きな特徴を下記に挙げます。（詳
細形状は参考資料P170～ P172参照）

① 荷重T─25に対応しています。
　 従来、円形簡易覆工板は路面に直に置いていたため路面側の強度が保証できませんでしたが、
円形簡易覆工板にかかる荷重を強度的に証明できる専用受桁が支えるため、安全性の向上に
繋がります。
② 円形簡易覆工板の外径を小さくすること（占有面積を小さくすること）が出来ます。
　 従来、円形簡易覆工板は路面に直に置いていたため、安全性を高めるため、立坑径に比較し
てかなり大径の覆工板を使用して路面への設置面積を広くとっていましたが、専用受桁を使
用することにより円形簡易覆工板の外径を受桁の外径に合わせることが出来るため、路面の
占有面積が小さくてすみます。
③ 土砂等のケーシング立坑内への崩落を防ぐことができます。
　 円形簡易覆工板にかかった荷重がケーシングに伝わらないよう、覆工板とケーシングの隙間
を5cm～ 10cm設けていたため、その隙間からケーシング立坑内に多少の土砂等の崩落が
生じることがありましたが、専用受桁をケーシング立坑の周囲に掘り下げて設置するため、
土砂等のケーシング立坑内への崩落を防ぐことができます。
④ 設置撤去作業が容易に出来ます。
　 従来の四角形覆工板用受桁は、H形鋼やC形鋼を現場で溶接して設置していたため、設置及
び撤去に時間がかかっていましたが、円形簡易覆工板用受桁は、ユニット化された専用受桁
であるため設置撤去作業が容易に出来ます。
⑤ 2t車にて搬入が可能です。
　 円形簡易覆工板の外径が小さくなったため、重量をさらに軽くすることができました。また、
2000用受桁は、分割搬入できるようになっています。
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し、覆工板を設置します。

専用覆工板（積算編参照）、本覆工板等の設置作業。

道路開放時は、機械退避、機械再設置後、圧入機の運転、掘削・積込み等の一連の
作業を開始します。
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159

検討します。

して、立坑築造時及び底スラブコンクリートの養生時は立坑内の水位を地下水位以上に保つこと、

を標準とします。但し、自治体の責任においてケーシングを回収（引抜）する場合は、レボ
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控除
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引き上げ

控除
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６.  レボⅡ工法用円形簡易覆工板用受桁について

　レボⅡ工法用円形簡易覆工板をより小さく、より安全に、より適用範囲を広げるためにレボⅡ 
工法用円形簡易覆工板用受桁を開発致しました。レボ工法用円形簡易覆工板用受桁は、意匠第
1118740号をもって意匠登録が認められました。この受桁の大きな特徴を下記に挙げます。（詳
細形状は参考資料P172参照）

① 荷重T─25に対応しています。
　 従来、円形簡易覆工板は路面に直に置いていたため路面側の強度が保証できませんでしたが、
円形簡易覆工板にかかる荷重を強度的に証明できる専用受桁が支えるため、安全性の向上に
繋がります。
② 円形簡易覆工板の外径を小さくすること（占有面積を小さくすること）が出来ます。
　 従来、円形簡易覆工板は路面に直に置いていたため、安全性を高めるため、立坑径に比較し
てかなり大径の覆工板を使用して路面への設置面積を広くとっていましたが、専用受桁を使
用することにより円形覆工板の外径を受桁の外径に合わせることが出来るため、路面の占有
面積が小さくてすみます。
③ 土砂等のケーシング立坑内への崩落を防ぐことができます。
　 円形簡易覆工板にかかった荷重がケーシングに伝わらないよう、覆工板とケーシングの隙間
を5cm～ 10cm設けているため、その隙間からケーシング立坑内に多少の土砂等の崩落が
生じることがありましたが、専用受桁をケーシング立坑の周囲に掘り下げて設置するため、
土砂等のケーシング立坑内への崩落を防ぐことができます。
④ 設置撤去作業が容易に出来ます。
　 従来の四角形覆工板用受桁は、H形鋼やC形鋼を現場で溶接して設置していたため、設置及
び撤去に時間がかかっていましたが、円形簡易覆工板は、ユニット化された専用受桁である
ため設置撤去作業が容易に出来ます。
⑤ 2t車にて搬入が可能です。
　 円形簡易覆工板の外径が小さくなったため、重量をさらに軽くすることができました。



REVOHGT立坑機
レボHGT工法
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１．特徴

⑴呼び径　φ1500、φ1800、φ2000、φ2500 の立坑築造が可能です。

⑵刃先に超硬チップを取り付ける事で、玉石や岩盤でも施工可能です。
　（適用土質参照）

２．レボHGT立坑機の仕様

 レボHGT工法

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

最大圧入力 ：274.4kN（28tf）（要反力）

最大引抜力 ：637kN（65tf）

回転トルク：490kN・m（50tf・m）

本 体 重 量：12.5ton

主 要寸 法：L4590×W3000×H2308mm

ケーシング呼び径 ：φ1500、φ1800、φ2000、φ2500

10.6ton（1.7ton×4、1.9ton× 2）

ユニットエンジン出力 ：37.5kW/2000min-1  2.4ton

油圧式クラムシェル（テレスコピック型）

交流アーク溶接機（手動）　ディーゼルエンジン付　250A

トラッククレーン（25t吊）

2 t、4 t

φ1500×1.5m×1本 ,φ1500×1.0m×1本

φ1800×1.5m×1本 ,φ1800×1.0m×1本

φ2000×1.5m×1本 ,φ2000×1.0m×1本

φ2500×1.5m× 2本

レボ HGT 立 坑 機

カウンタウエイト

油 圧 ユ ニ ッ ト

掘　　 削　　 機

電 機 溶 接 機

トラッククレーン

ダ ン プトラック

仮 設 ケーシング
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１．施工概要

３－１．標準施工フロー図

機　材　搬　入

機　械　設　置

圧入掘削積込み

施工本数分
繰り返し

道路開放時
立坑間移動

土　砂　運　搬

土 砂 仮 置 き

1次掘削（試験掘削工）

埋 　 戻 　 工

ケーシング溶接 機　械　退　避

底盤コンクリート打設

ケーシング引上げ

機　械　撤　去

水替、泥水運搬処理

機　材　搬　出

マンホール築造

ケーシング撤去

（注）　本積算資料で対応しているのは実線部分のみである。
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３－２．工種

工種は次の通りとします。

⑴ 1次掘削（試験掘削工）
・舗装版切断・破砕撤去、立坑芯出し作業。
・地下埋設物及び埋設管等の再確認作業（深さ1.5ｍ迄）。

⑵埋戻工
1次掘削後、地盤高まで埋戻す作業。
但し、覆工板を用いる場合は、覆工板下面まで埋戻し、覆工板を設置します。
また、1次掘削後、直ちに立坑を施工する場合は、この施工は必要としません。

⑶機械設置工
立坑機、油圧ユニット等の据付作業。

⑷圧入掘削積込工
・ケーシングの建て込み作業。
・ケーシングの回転圧入作業。
・ケーシング内部の掘削作業。
・掘削残土の積込・運搬・処分作業。

⑸機械退避・再設置工
道路開放時は、機械退避、機械再設置後、圧入機の運転、掘削・積込等の一連の作業を開
始します。

⑹ケーシング溶接工
ケーシングの接続作業。

⑺底盤コンクリート打設工
掘削完了後、ケーシング内部に底スラブコンクリートを打設する作業。

⑻ケーシング引上げ工
コンクリート打設後、所定の高さまでケーシングを引上げる作業。

⑼機械撤去工
立坑機、油圧ユニット等の撤去作業。

⑽覆工板設置工
覆工板（積算編参照）、本覆工板等の設置作業。

⑾立坑内水替工
立坑内うわ水排水作業。

⑿レイタンス除去工
立坑内に発生したレイタンスの除去・運搬・処分作業。

⒀ケーシング撤去工
マンホール築造等の際、ケーシングを切断、撤去する作業。
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４．積算条件

４－１．ケーシング要目

４－１－１．ケーシング材質について

鋼製ケーシングは、JIS G 3101に規定されたSS400（一般構造用圧延鋼材）を標準とします。
※詳細は P.181の鋼製ケーシング標準仕様書参照。

４－１－２．ケーシングの種類について

立坑は次に示す4 種類のケーシングの組み合わせで構成されます。
　①先端ケーシング　  最短寸法は 0.5m、最長寸法は 2.3mを標準とします。
 端数処理は、このケーシングで、0.1m単位で行います。
　②中間ケーシング　 1.0mを標準とし、現場状況に応じて0.5m～ 2.4mを 0.1m 単位で使用す

る場合もあります。
　③最終ケーシング　 1.0mまたは 1.5ｍを標準とし、現場状況に応じて0.5m～ 2.4mを 0.1m単

位で使用する場合もあります。
　④仮設ケーシング　2.5m～3.0mを標準とします。
但し、ケーシング全長が2.3m 以下の場合は先端ケーシングのみとなります。また、ケーシング全長
が 4.7m 以下の場合は、先端ケーシングと最終ケーシングのみの組み合わせとなり、中間ケーシン
グは使用しません。
なお、道路制約条件等により、作業後に毎回機械の退避が必要となる場合等については、現場
条件に応じたケーシングの割り付けを行うこととします。

４－１－３．ケーシング寸法について

ケーシングの寸法は次の諸元を持つ 7 種類を標準とします。
呼び径 φ1500 φ1800 φ2000

　外径　　　　 （mm） 1,524 1,590 1,829 1,890 2,032 2,090 2,032 2,090
　内径　　　　 （mm） 1,500 1,566 1,805 1,866 2,008 2,066 2,000 2,058
　肉厚　　　　 （mm） 12 12 12 12 12 12 16 16
　外周長　　　 （mm） 4,788 4,995 5,746 5,938 6,384 6,566 6,384 6,566
　1ｍ当り重量　 （kg） 447 466 537 555 597 615 796 818

呼び径 φ2500
　外径　　　　 （mm） 2,590
　内径　　　　 （mm） 2,552
　肉厚　　　　 （mm） 19
　外周長　　　 （mm） 8,137
　1ｍ当り重量　 （kg） 1,206

※ケーシング肉厚は12mm・16mm・19mmを標準とします。

４－１－４．ケーシング刃先について

　ケーシングの刃先は、直刃を標準とします。
但し、立坑深度、土質条件により外刃・超硬ビットを用いる事もあります。
超硬ビットは玉石混じり土及び岩盤で使用し、その他土質はＮ値により判断します。
※ケーシングの刃先は、ケーシング全長に含みません。
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超硬ビットを取付ける際の個数は下記を標準とします。
土質

呼び径
砂質土

N値　50以上
礫質土

N値　20以上
玉石・転石

礫径 200mm～立坑径 /3 未満

岩盤
一軸圧縮強度 60N/mm2 未満

φ1500 20 25 25 25
φ1800 20 30 30 30
φ2000 20 35 35 35
φ2500 20 40 40 40

４－２．立坑深の限界について

　立坑深の限度は、20m 迄を標準とします。
※テレスコピック型クラムシェルの掘削できる深さを考慮しています。
この限度を越える場合には、各ケーシング径に応じて、ケーシングの肉厚を変更するか、または補
強部材を追加して対応します。

４－３．適用土質について
　

　適用土質は、粘性土、砂質土、礫質土、玉石混じり土（礫径 200mm～300mm 未満）、転石
混じり土（礫径 300mm～立坑径 /3未満）、及び軟岩Ⅰ（一軸圧縮強度 5N/mm2 未満）軟岩Ⅱ（一
軸圧縮強度 20N/mm2 未満）、中硬岩（一軸圧縮強度 60N/mm2 未満）とし、それ以外の場合
は別途検討します。また、互層の場合は層別に分類し計上します。
※判断の難しい土質については、当協会事務局にお問い合わせ下さい。

４－４．軟弱地盤への対応について

Ｎ値 2以下の軟弱層（特に滞水砂層）への施工は、浮力等の検討をお願いします。対応策として、
立坑築造時及び底スラブコンクリートの養生時は立坑内の水位を地下水位以上に保つこと、且つ
推進工の立坑に使用するのであれば、坑口に必ず薬液注入工を行うと思いますので、底スラブコ
ンクリートの養生中に、その施工（坑口薬液注入工）を行い、その後、立坑内うわ水排水工及び
レイタンス除去工を施工する事を推奨します。

４－５．ケーシング回収について

　レボHGT 立坑機は、ケーシングを回収（引抜）しないで全損扱いとすることを標準とします。
但し、自治体の責任においてケーシングを回収（引抜）する場合はレボHGT 立坑機を設置し、レ
ボHGT 立坑機にて回収（引抜）すること、またケーシング回収工と機械設置・撤去工を別途計上
することを条件とします。
※クレーン及び重機等で直接ケーシングを吊り上げ、回収する事は危険を伴いますので絶対に行わ
ないで下さい。

粘性土の場合 砂質土の場合 礫質土の場合

10 20 300

5

10

0

直刃

10

5

5040302010

直刃

外刃

超硬ビット

10

5
直刃

0 10 20 30 40 50
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40 50
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４－６．標準施工図 

※（　　）内はφ2500 の場合の数値です。        
※地下埋設物確認のため、一次掘削（試験掘削工）を行う場合は、掘削深と圧入深をその分控
除する事ができます。

圧入掘削完了図 引抜・底スラブ完了図
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４－７．各寸法の求め方

４－７－１．立坑の各寸法について

①φ2000 以下の場合
立坑寸法は、次のように算出します。

立坑深＝H
圧入深＝H＋1.2（m） （注 1）

掘削深＝H＋1.0（m） （注 1）

ケーシング全長　L＝H－ x＋ 0.3 （m） （注 2）

②φ2500 の場合
立坑寸法は、次のように算出します。

立坑深＝H
圧入深＝H＋1.7（m） （注 1）

掘削深＝H＋1.5（m） （注 1）

ケーシング全長　L＝H－ x＋ 0.5 （m） （注 2）

x：地盤から引き上げ後のケーシング最上端までの深さ（m）（注 3）

注 1）  地下埋設物確認のため、1次掘削（試験掘削）を行う場合は、掘削深と圧入深をその分 
控除することができます。

注 2）  刃先の長さは、ケーシング全長に含みません。
注 3）  覆工板とケーシングが接触しケーシングに荷物がかかるとケーシングが沈下し、管底高などに

影響がでます。従って覆工板とケーシングが接触しないよう、覆工板の下面とケーシング最上
端との隙間は、30mm以上 130mm以下に設計して下さい。この xの値で 0.1m 未満の端
数を処理し、ケーシング全長を 0.1ｍ単位にして下さい。

【各寸法の計算例】

立坑深 H＝ 4.633mで 1 次掘削を考慮しない場合
a）φ2000 以下の場合
　①円形簡易覆工板使用時
　圧入深＝ 4.633＋1.2 ＝ 5.833m
　掘削深＝ 4.633＋1.0 ＝ 5.633m
　上部隙間 x＝ 0.033m　（30mm≦ x≦130mm）
　※ここで、0.1ｍ未満の端数 0.033を処理します。
　ケーシング全長＝ 4.633-0.033+0.3 ＝ 4.900mとなります。

　②本覆工板（厚さ0.2ｍ）使用時
　圧入深＝ 4.633＋1.2 ＝ 5.833m
　掘削深＝ 4.633＋1.0 ＝ 5.633m
　上部隙間 x＝ 0.233m　（本覆工板の厚さ0.2m、30mm≦ x≦130mm）
　※ここで、0.1m 未満の端数 0.033を処理します。
　ケーシング全長＝ 4.633－ 0.233＋ 0.3 ＝ 4.700mとなります。



35

b)φ2500 の場合
　①円形簡易覆工板使用時
　圧入深＝ 4.633＋1.7=6.333m
　掘削深＝ 4.633＋1.5=6.133m
　上部隙間 x＝ 0.033ｍ　（30mm≦ x≦130mm)
　※ここで、0.1 未満の端数 0.033を処理します。
　ケーシング全長＝ 4.633－ 0.033＋ 0.5 ＝ 5.100mとなります。

　②本覆工板（厚さ0.2ｍ）使用時
　圧入深＝ 4.633＋1.7＝ 6.333ｍ
　掘削深＝ 4.633＋1.5 ＝ 6.133m
　上部隙間 x＝ 0.233m　（本覆工板の厚さ0.2m、30mm≦ x≦130mm)
　※ここで、0.1ｍ未満の端数 0.033を処理します。
　ケーシング全長＝ 4.633－ 0.233＋ 0.5 ＝ 4.900mとなります。

４－７－２．ケーシングの割り振りについて

　標準的な割り振りについては、まず先端ケーシングを2.0mと仮定し、ケーシング全長Ｌより引き、
残りを中間、最終ケーシングに割り付けます。0.5m 未満の端数は先端ケーシングの 2.0mに加算
します。できるだけ先端ケーシング長が2.0m 以上になるように割り付けて下さい。
　但し、ケーシング全長が2.3m 以下の場合は先端ケーシングのみとなります。また、ケーシング全
長が 4.7m 以下の場合は、先端ケーシングと最終ケーシングのみの組み合わせとなり、中間ケーシ
ングは使用しません。

【ケーシング割付の計算例】

①ケーシング全長が 4.8mの場合
　先端ケーシングを2.0mと仮定すると、残りは4.8－2.0＝2.8ｍとなります。中間ケーシングを1.0m
と最終ケーシングを1.5mとすれば 0.3ｍ余りますので、それを先端ケーシングに加算し、先端ケー
シングは 2.3mとなります。

②ケーシング全長が 5.3mの場合
　先端ケーシングを2.0mと仮定すると、残りは 5.3－ 2.0 ＝ 3.3ｍとなります。中間ケーシングと
最終ケーシングを各々1.5ｍとすれば0.3m余りますので、それを先端ケーシングに加算し、先端ケー
シングは 2.3mとなります。
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４－８．施工歩掛

４－８－1．圧入掘削積込み工1日当り配置人数（Ｍ）
1日当り

種　　目 世話役（人） 特殊作業員（人） 普通作業員（人） トラッククレーン賃料（日）
歩　　掛 1.0 1.0 2.0 1.0

４－８－２．1m当りの標準施工時間（a)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 時間 /ｍ

土質 適用範囲
呼び径

φ2000以下 φ2500

粘性土
N≦ 5

1.0（1.3）
1.7（2.2）

5＜N≦ 30 2.0（2.5）

砂質土
N≦ 30

1.0（1.3）
1.7（2.2）

30＜N≦ 50 2.0（2.5）
50＜N 2.1（2.8） 2.9（3.9）

礫質土
（礫径 200mm以下）

N≦ 30 1.3（1.7） 1.8（2.3）
30＜N≦ 50 1.7（2.1） 2.1（2.8）
50＜N 2.3（3.1） 3.1（4.1）

玉石混じり土 礫径 200mm～ 300mm未満 2.9（3.9） 3.9（5.4）
転石混じり土 礫径300mm～立坑径 /3 未満 4.8（6.8） 6.8（9.1）
軟岩Ⅰ 一軸圧縮強度　5N/mm2 未満 3.4（4.5） 4.8（6.8）
軟岩Ⅱ 一軸圧縮強度　20N/mm2 未満 4.8（6.8） 6.8（9.1）
中硬岩 一軸圧縮強度　60N/mm2 未満 6.8（9.1） 9.7（13.8）

備考　1. 互層の場合は、土質区分別に適用する。
　　　2.（　)内の数値は、掘削深 9.0m 以上の場合に適用する。
　　　3.Ｎ値 >30 の粘性土は軟岩Ⅰを適用する。

４－８－３．掘削機、トラッククレーン規格
土質

呼び径（mm）

油圧式クラムシェル
テレスコピック式
クローラ型（平積）

トラッククレーン賃料

φ1500 0.20m3

油圧式 25ｔ吊
φ1800 0.30m3

φ2000 0.40m3

φ2500 0.60m3

４－８－４．ケーシング溶接延長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   1箇所当り
外径（mm) φ1524 φ1829 φ2032
溶接延長 (m) 4.7 5.7 6.3
外径（mm) φ1590 φ1890 φ2090 φ2590
溶接延長 (m) 4.9 5.8 6.5 8.0
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４－８－５．ケーシング溶接工歩掛表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10m当り

種　　目 世話役（人） 溶接工（人）

歩　　掛 0.15 0.30

４－８－６．ケーシング引上げ工歩掛表
10m当り

種　　目 世話役（人） 特殊作業員（人）普通作業員（人）
立坑機運転費
（時間）

トラッククレーン
賃料（日）

歩　　掛 0.62 0.62 1.24 5.0 0.62

４－８－７．ケーシング撤去工歩掛表
1箇所当り

種　　目 世話役（人） 特殊作業員（人） 普通作業員（人）
クレーン装置付ト
ラック運転費（時間）

φ2000以下 0.07 0.07 0.07 0.53
φ2500 0.11 0.11 0.11 0.87

４－８－８．ケーシング切断工歩掛表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10m当り
種　　　目 世話役（人） 溶接工（人） 普通作業員（人）

歩　　　掛 0.14 0.14 0.14

４－８－９．底盤コンクリート打設工歩掛表
10m3 当り

種　　目 世話役（人） 特殊作業員（人） 普通作業員（人） コンクリート（m3）

歩　　掛 0.26 0.26 0.52 10.4

４－８－１０．機械設置撤去工、機械退避・再設置工歩掛表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1回当り

工　　種
種　　目

単位 機械設置撤去工 機械退避・再設置工

世話役 人 0.17 0.16

特殊作業員 人 0.17 0.16

普通作業員 人 0.34 0.32

立坑機運転費 時間 1.4 1.3

トラッククレーン賃料 日 0.17 0.16

トレーラー運転費 日 0 1
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φ1500以上

Uモール１５００Hシリーズ

H  ：鋼管φ250～φ400

HⅡ：鋼管φ250～φ500250
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Uモール1500Hシリーズ
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Ｕモール1500Ｈシリーズで使用する鋼管の有効長は、発進立坑により決定され、下表を標準とします。   

500
500

800
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簡易立坑機
レボミニ工法
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490.0

9.0

591.6

9.0

693.2

9.0

794.8

9.0

896.4

9.0

998.0

9.0
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1.0

1.0


